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【プロフィール】

1992年 テレビ朝日政治部、経済部記者

自民党、野党、経産省、東証記者クラブ

2000年 ニュースステーション ディレクター

2004年 報道ステーション ディレクター

久米宏さん

2012年 報道ステーション プロデューサー

2015年 報道局 経済部長

森・加計問題、特集、ドキュメンタリー制作

古舘伊知郎さん

2019年～現在 ビジネスプロデュース局イベント戦略担当部長

シンポジウム、BS番組、ドキュメンタリー制作
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2022年2月5日放送 「ハマのドン

“最後の闘い” ー博打は許さないー」

91歳 横浜カジノ誘致を阻止した男

https://www.minkyo.or.jp/program/special/36/
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2023年5月5日公開 映画 「ハマのドン」



「ハマのドン」取材のきっかけ
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・カジノ誘致の取材
石慎太郎氏が東京都知事の時に、

カジノのお台場への誘致を掲げたが、

世間の反対論は強く、現実的ではなかった。

・安倍政権になってから動きが加速する。
2016年には、カジノ解禁法が、

国会の委員会採決が強行され成立。

2018年には、カジノを運営する法律も

強行採決で成立。

カジノ誘致は与党の数の力で推し進められた。

政治状況 数さえさえ押さえれば、民意を得たりと何でもあり。強引な国会運営。

忖度蔓延。

藤木さんが反対を旗幟鮮明にする！



「ハマのドン」取材始まる
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・2019年1月4日 横浜港運協会の新年会

藤木さんを初めて取材

電話で個別インタビューを申し込んだところ断られたため、

公開の場で取材する。

・いずれ妥協するというのが霞が関・永田町の大勢の声。

権力にいた側が最高権力者に反旗を翻す。

不利益を被ることは確実！

大きなうねりになるかもしれない。



「西日本新聞」（5･28）
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・
－藤木さんの立場や経歴から考えて「どこかで政権側と

妥協するのでは」とは思いませんでしたか？

「正直言って私も半信半疑でした。永田町の政治家や霞が関の

官僚に藤木さんについて聞くと『利権狙いですよ。

高いハードルを掲げてみせて、いずれ落としどころを

探るんでしょ』 それ以外のことを言う人はいなかった」

－私だったら多分それを信じたような気がしますが…。

でも松原さんは真面目に追っかけたわけですよね。

「国や政権は許認可とか税制の権限を使って嫌がらせをしようと思えば何でもできる。

それで も反旗を翻す、というところに、心に刺さるものがあった。それに藤木さんには

人間力がある。こういう地元の有力者と市民運動がつながれば大きなうねりになる可能性が

あると思いました」

松原さんの直感は当たった。藤木氏と市民グループがタッグを組んで推した候補は、

投票終了と同時にテレビ局が「当確」を流すほどの圧勝。藤木氏は「主権在民っていうけど

ほんとに在民でよかった。『主権官邸』じゃなかった」と勝利宣言した。



当時の放送業界へのプレッシャー

2012年12月 衆院選 自民が圧勝 与党２／３
2013年 7月 参院選 与党過半数

12月 秘密保護法成立
2014年11月 総選挙に向け自民党が在京キー局に紙で申し入れ

12月 衆院選 与党２／３
2015年 4月 自民党がテレビ朝日とＮＨＫを呼び出す

9月 安保法制成立
2016年 2月 高市総務大臣「放送法4条で電波停止も」

3月 古舘、岸井、國谷降板
7月 参院選 与党過半数 改憲勢力２／３

2017年 6月 共謀罪法成立
10月 AbemaＴＶに公示日2日前 安倍総理出演

2018年 3月 放送法4条撤廃案浮上
2019年 7月 参議院選挙
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自民党要請文①
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２０１４年１１月２０日

・出演者の発言回数、選定に

注文。

・特定政党出演者への意見の

集中がないように。

・街録に注文。

編集権への侵害

報道の自由への侵害



自民党要請文②
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２０１４年１１月26日

・個別の番組の内容に対して

放送法第4条を持ち出して、

要請。

（中略）



「ハマのドン」ドキュメンタリーを作るまで
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・ニュースを捉えることからすべてが始まる。

当時はニュースをどんどん出していった。

・特集を作る。



「ハマのドン」ドキュメンタリーを作るまで
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・2021年8月の横浜市長選が決戦の場にー

・ドキュメンタリーを企画した瞬間

2020年11月 ハーバーリゾート協会総会

講演後のメディアぶら下がりでー

菅総理について

「菅は『おさんどん』だった」と発言。

カジノ誘致をめぐる真っ向勝負になる。



「ハマのドン」ドキュメンタリーを作るまで
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・選挙に向けた闘いの記録

候補者選定の過程

誰と連携するのか

シナリオが全くない

常に情報を取り、映像を撮る

・背景を探るー藤木さんとはどんな人物か、反対を貫く胆力の源泉とは

親の世代のヤクザとの関係

戦争体験

戦後の少年野球チーム



「ハマのドン」ドキュメンタリーを作るまで
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・親の世代のヤクザとの関係

タイトルベースの写真

1957年

堀内利通さん撮影



「ハマのドン」ドキュメンタリーを作るまで
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・戦争体験→戦争の映像

・戦後の少年野球チーム

レディアンツは今も続いているー



「ハマのドン」ドキュメンタリーを作るまで
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・市民との連携

想像がつかなかった。

当初、市民団体とは一線を画していた。

市民と接触する場も想定していなかった。



「ハマのドン」映画化へ
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藤木さんがなぜ反対を貫けたのかー

その背景や協力した人たちを描く

・藤木さんに協力した人たち

リスクをとった藤木さんを支援した人たちがいる。

① カジノ設計者がカジノの内部事情を告発。



「ハマのドン」映画化へ
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② 自民党の長老が実は手助けしていた。

自民党元参議院議員

斎藤文夫さん

依存症の専門家を紹介

③ 自ら足を運んで依存症を勉強していた。

児童養護施設に

依存症家庭の子どもの状況を

直接聞きに行っていた。



「ハマのドン」映画化へ
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・市民たちのその後ー

市議会の傍聴を続ける、政党への請願など



「ハマのドン」映画化へ

20

・横浜市がカジノの事業リスクを認める。

自治体が公に認めたことは次につながる。



「ハマのドン」映画化へ
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記録として一緒に考える時間を共有したい。

市民の手で政治を変えることができる。

民主主義が機能することを伝える。



ドキュメンタリーの意義とはー
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映像作家の鎌仲ひとみさん

「現実を創造的に

再構成する映画手法」

ー細切れの情報を垂れ流し、ステレオタイプな人間像を映すばかりの

テレビで、視聴者は思考停止に追い込まれている。

消費する映像ではなく、思考を促す映像、もう一つのメディアが

今求められている。

マスメディアでは伝えられない出来事のもう一つの側面を知り、

人間存在をリアルに感じることが出来るのかが、市民メディアとしての

ドキュメンタリー映画だ。



ドキュメンタリーの意義とはー
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映像作家の鎌仲ひとみさん

市民の意識変革につながる場に

・映画を観て頂いた市民との意見交換

・自主上映で議論の場を作る

・市民の問題意識の広がり、意識変革につながる



ドキュメンタリー映画を作ること
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テレビがドキュメンタリー映画を作ること

・アーカイブ映像を持つ強み

・歴史的な証言、映像

・社会への還元
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2023年5月5日公開 映画 「ハマのドン」

7月、8月 東京、横浜、埼玉ほか全国で上映続きます。



新書「ハマのドン 横浜カジノ阻止をめぐる記録」
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・ハマのドンの闘いと生き様

・ヤクザと港湾

・彼を取り巻く人たち

・市民の素顔、

・ドキュメンタリー制作の舞台裏
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ご清聴有難うございました。


